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まえがき 
 
  本文献解題は急速な民主化過程にある改革期のインドネシアを対象としており、2001 年

にアジア経済研究所図書館が発行した『変動するインドネシア（1996－2000）――政治・

経済・社会関連インドネシア語雑誌記事・論文解題――』の続編にあたる。前回は 20 世紀

最後の 5 年間を対象としたが、今回は 2001 から 2005 年に至る 21 世紀最初の 5 年間を対

象に、インドネシアで出版された情報誌から政治・経済・社会関連記事を採録・編集し、

同時にその間出版された学術誌の社会科学関連論文も採録・編集した。収録した全 8 誌の

記事・論文はすべてインドネシア語で書かれており、そのすべてに対し注釈を付し、主題

別に全体的概要を記した。 
 
近年、インターネットによる情報の検索と入手が主流化しつつあるが、冊子体目録は俯

瞰性が高いというインターネットにない長所を持っている。本文献解題の大部分を占める

情報誌部門においては、21 世紀初頭 5 年間の出来事を主題別に、かつ時系列的にたどれる

よう編集した。学術雑誌も主題別に執筆者ごとに一覧できるよう編集した。本文献解題の

利用者としてはインドネシアを対象とする社会科学系の研究者や学生、ならびに同国で経

済協力や様々な業務を行う方々などを念頭に置いており、それらの方々の便宜をはかるた

め、人名、地名、機関名などからもアクセスできるよう総合的な索引を巻末に収録した。 
 
また、利用者の方々がこの 5 年間を対象とした主題別解説と注釈を読み進めることで、

インドネシアが直面する多種多様な問題や発展の方向性を考えていただく材料の一つにな

れば、との期待も抱いて編集を行った。過大な期待かもしれないが、現地語の社会科学関

連雑誌記事・論文をとりまとめた本文献解題が、5 年間の同国の歴史を映し出す資料の一つ

になっていれば、と思う。  
 
編集と執筆にあたっては、アジア経済研究所地域研究センターの佐藤百合氏および松井

和久氏を中心に、1994 年以降所内の非公式な研究会として活動を続けている「インドネシ

ア最新情報交換会」で得た知識が役に立った。同研究会を構成する一部のメンバーの方々

からは本解題で使用した専門用語や内容に関し貴重なコメントをいただいた。厚く御礼申

し上げる次第である。 
 
本解題で取り上げた 2720 点の雑誌記事・論文は、そのほとんどが千葉市幕張地区にある

日本貿易振興機構・アジア経済研究所図書館において閲覧と複写が可能である。多くの方々

のご利用をお待ちしている次第である。 
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